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1 .本稿の課題と方法

中国において，農業は経済発展の基本であり，その農業のあり方は経済発展の全局面に関わる

根本的な開題であるc ところで，工業の発展と国民生活水準の向上につれて，農産物に対する害

要は絶えず増加してきている。詩に，事量食，油類，棉などは，国民生活に関わる必、需品的寵品で

島り，社会安定に密接に関係している戦略物資でもある。

中国では，各省・市〈直轄市〉・吉治区の農業生産に対する，中央致府からの影響力は大きい

ものがあるが，他方，各省・市(亘轄市)・自治区(以下省レベルと絡す)が独立した経済単位

として独自に農業生産のあり方を規定する役割を果たしている側面も存在している。このため，

このような省レベルにおける農業政策を策定し，実施する擦に，当然のことながら，中央政府に

よる上位の政策要因を考憲する必要があると同時に，省レベルにおいて，以下の諸点を十分に考

慮することが重要である。

まず，農業機識・化学肥料を試じめとした農業資本財は，農業生産における基本的な生産要素

の1つとして，農業産出に対して密接な影響を与えるため，その資本財の投入及び利用をめぐる

可能性は，当該地域の農業発展を左右するだけで誌なく，その地域の経済全体の効率性にも重大

な影響を及ぼしている c

また，農業資本投入は，場所的に移動可能な持性を持っているが，現実には，その投入及び利

用は場所的に移動不可能な f土地投入jと強く結合している。このため，省内各地域の農業生産

は，その富有な自然的立地条件を強く反映する「土地投入jによって作り上げられた，それぞれ

の地域特性を有しているだけではなく，生産要素の相対価笹などの経済的立地条件を強く反映す

る「資本投入」によって倖ち上げられる地域特性も有している。

*) 中国において第 1次産業は農業として栽培業，林業，畜産業及び謹業を含む。本稿における農業は，

農業の栽箸業を指す。



2 経済学論集 Vol. 46 No. 1・2

これらのことからも明らかように，省レベルで有効な農業政策を策定するための前提として，

各地域の経済的立地的条件を重視し， r資本投入Jからみた省内全地域をいくつかに類型化する
ことが重要な意味を有している。

ところで，改革開設以来，経済発展に伴い，漸江省農業は， r耕地面積の減少と農業機械化の
進展jという現実に宣面し，渠レベルでみた農業生産の構造詰大きく変化している。更に，現在

の中国農業において， r資本投入」が政策からみてもその重要性を増してきている。このような
なかで，経済発展と社会安定を雑持するために， l長江省はその置かれた状況にふさわしい農業政

策の策定と実施が重要であると考えられる。

そこで，これらの問題に対する接近の 1つのステップとして，本稿では漸江省における 3殺行

政レベル(県)に焦点を当て，次の 3点を境らかにすることを課題とする。第 1誌，地域類型化

の前提とまる経済的立地条件に関わる f資本投入jの地域特性に彰響を与える港在的要菌を究明

することである古第2は，上記の結果を用いて，地域類型化を行うことである。第 3は，以上の

分析結果を踏まえて それちの政策的含意を導くことである。

2.研究方法

(1) 先行研究のレビュー

日本における中国農業に関する計量的手法による実証的研究は，分析の次元と方法という点、か

らみると， 3つのグループに分けることができる。第1に，兼業化が農家などの掴別主体の農業

経営に及ぼ、す影響に集点をあてた個別次元の研究 第2に，農村の地域経済特性と地域搭差の要

因分析に関する地域次元の硬究，第3に，農業成長に関係する貢献要菌を解明する産業次元の研

究の3つiこ大別することができるD

まず，兼業化が農家などの個民主体の農業経営に及ぼす影響に禁、点をあてた研究に関して孫

(1989) ，罵 (2000)及び張・藤原・糸原 (2005)が代表的だと思われる。このグループiこ属する

研究は，分析の次元とデータという観点から絞って言うと，農家・公社などの値別主体次元の謁

査結果，会計資料などのデータに基づいて，分析を行っている点で共通している。また，分析内

容として農業経営に関する分析を行っているという点も共通しているc

特に，張・藤原・糸原 (2∞5)は，牧戸経営収益性の梶点から統計データ及び現地調査データ
に基づいて，主成分分析，生産関数分者によって，内モンゴル牧戸経営の動向と収益性構造及び

経営的特質を分析した。その結果として，牧戸経営の規模試急速的に規模拡大の局面にあるが，

その規模拡大は寂益性の向上につながらないこと 牧戸収益性の伸びが停滞しつつあることを実

証的に示している。

次に農村の埠域経済特詮と地域格差の要因分析に関する研究である。これらの研究は，分析

方法という観点に絞って言えば，主成分分析，重回帰分析，クラスター分析などの多変量解析法

を用いているという点で共通である。これらの研究は できる限り広い範囲で収集された大量の
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データの分析結果から仮説を構築していく滞納法的分析方法を取っている Q すなわち，従来のよ

うな「理論による現象理解jというよりは.Iデータによる現象理解jという立場に立ち，現実

社会のあり方がより適確に反映されることを重視している。本稿は分析次元・方法からみるとこ

のグループと最も近譲している。具体的には，穆・笠原 (2002).金 (2004).呉 (2006)などは

それらの典型的な研究である。

そのなかで，穆・笠原 (2002) は， CD関数，標準回帰分析， Grey関連度分析によって地域

の農業生産構造の棺異を明らかにし，その地域特?生と共に地域間格差の要四分析を行った。その

結果として，中国農業の地域格差に及ぼす農外要因として，鶏鎮企業の発展，財政による農業へ

の支出，農村市場の発展，農業従事者の素質の4つを指携し，農内要因として，作付面積と化学

思料の投入量の 2つを指摘している。

また，金 (2004) は，主成分分析，クラスター分析，記述統計分析によって，中国農村地域の

経済格差に影響を与える要因を析出し，さらに，その結果に基づ、いて地域類型化を行った。その

結果として，中国農村地域の経済格差は主に白熱条件・産業講造などの要因によって決定される

ことを示し，その上でこれらの要因に基づいて中国農村地域を農業依存型，農業粗放型，工業優

位型，第2・3次産業発展型，農業条件優位型の 5つに類型化した。

更に，呉 (2006)誌，まず， 2次統許データに基づいて，重田婦分析により，全期開を 3期間

を分けて，農業活力と経済活力という 2つの傑面から内モンゴル農村地域の所得水準に与える要

因の持系列推移を明らかにしたむ次に，それらの要因に基づいて期間ごとに地域類型化を行い，

期間別地域類型化の推移パターンの特徴を明らかにした。さらに，現地の個別農家の課査データ

に基づいて，農村社会の基礎単位となる農家の農業経営の特設と所得水準を形成している地域要

因を明らかにした。その結果，まず，要因分析に関して， 3窮間において，農業活力と経済活力

の所得水準に対する説明力の程度及び影響力の程度は誌とんど差がなかった。すなわち，内モン

ゴル昌治区政府のマクロレベルでの開発政策の方向性がより一貫性を維持していたことが実証さ

れた。次に，地域類型化分析に関して， 3時期ともに詰ぼ同じ特註をもっ5つの地域類型を析出

した。内モンゴル自治区における所得の地域間格差は，工業を中心とする都市地域と耕種農業を

中心とする農村地域開の所得格差，または，畜産業を中心とする牧畜地域と耕種農業を中心とす

る農村地域間の所得水準格差を強く反映していることを明らかにした。最後に，農家レベルでの

分析において，昌然的立地条件，土地資源の差異，家畜の経営規模及び畜種構造の差異，館料自

給率，資本集約度などの相違が地域関の農家所得の格差を形成する主要な要国となっていること

を明らかにしている。

最後に，農業成長に関係する決定要因を解明する研究である。このグループに関する研究とし

て，議 (1998)，沈 (1999)，張 (2000)，張 (2002) などが注目される口これらの研究は主に農

業成長に貢献する要国分析;こ関する研究であり，分析の次元・方法という観点に絞って言えば，

主に産業次元の時系列データを用いて分析を行い，生産関数の推定による接近方法，いくつかり

重囲嬉分析法を思いた研究で理論的に構築された仮説の妥当性を検定する萌究である。すなわち，
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規定された仮説に基づいて変数を選択し，その仮説を検証するという演鐸的分析方法によって研

究が実施されている。

上記の先行硯究における分析の内容及び分析の次元・方法などを踏まえて，本稿は以下の課題

設定し，分析方法の構築を行っているG

まず，分析の内容という点からみると，上記の研究が「資本投入」を分析の内容の 1つの変数

として用いて，分析していることに対して，本稿は， r資本投入jとし、う側面を 1つの課題とし
て，独立に取り上げている。すなわち，一埠域の f資本投入」のi替在的構造をより具体的に，地

域特性をよりに鮮明に把握している。

また，分析の次元・方法という点からみると，本稿は，農業経営及び農業成長と関連する国次

元，省次元の政策的要因，特に後者iこ注目して，その害効性，効率性を保障する重要な前提的研

究作業として，後に詳細に提示する農業「資本投入jによる地域類型化を研究内容としているO

そのため，現実社会の在り方をより適確に反映させることが重要であるとしヴ半昔話に立って，本

稿もできる限り広い範囲に収集された大量のデータの分析結果から仮説と理論を講築していく帰

締法的分析方法を取っている。つまり 従来のような「理論による現象理解jというよりも，

「データによる現象理解jとし、う立場を重視している。

さらに，分析方法において，後に詳紹に示すような県レベルにおいて広域的にかつ多面的に整

備されている致府既苓統計を用いて，主成分分析法やクラスター分析法など，多変量解析法を用

いている。

なお，ここで多変量解析法を用いる積極的な理由は2つある。 1つは，農業「資本投入jに注

目した地域類型化に当たって拭，その背景にある極めて多量かつ多種類の情報を薙保し，活用す

ることが有効で為ると期待されるからである。 2つは，与えられたデータを少数の次元の空間に

効率的に次元縮小が可能で為るため，現象の理解を単純化するという点では存利で為るからで為

る。

(2) 分析データ

本稿の分析に利用した資科は2000年に日折江省統計年鑑J(中国国家統計局)で公表された

1999年の 2次データである。これを用いる主な理由として法，現時点では2000年の日折江省統計

年鑑jのデータが比較的新しく.i訴江省の最新の農業現状を把握することができることがあげら

れる。分析対象となる基本行政区は漸江省の 3殺行政区である。その 3級行政区は，甫轄区が24.

県が38，果級市が24，自治県が1の合計87の行政区で講成されている。しかし， 24市轄豆に関す

るデータがすべて欠損しているため，最終的に分析対象になるのは県，県殺市及び昌治県の合計

63の行政区である。

本研究の課題に宣接的に関連する2000年の「漸江省統計年鑑Jで公表された農業 f資本投入」

に関するオリジナル変数は，全部で 2つである。更に，これらの変数の割合，平均などを求める

方法で，薪たに8つの合或変数を作成したむ従って，最終的に使われた変数は，表1で示すたよ
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表1 語江省における農業資本投入統計変数の基本統計量 (1999年)

平場値 中央値 最小植 最大鐘 最丈植/最小値

農業穣械総動力 (kw) 239，667.95 227，680.00 39，760.00 925，266.00 23.27 

農用北学握手割安吊量(。 59，806.14 58，514.00 108.00 164，871.00 1，526.58 

農業人口一人当たり農業機械総動力 (kwl入) 0.57 0.43 0.15 3.72 24.74 

農作勢作付面護当たり農用化学把科使用量 (t/ha) 1.11 1.07 0.28 1. 74 6.16 

耕地面積当たり農用イヒ学肥料費用量 (t/ha) 2.70 2.68 0.58 4.48 7.67 

農業人口一人当たり農尾化学理料費用量 (tl人) 0.12 0.12 0.00 0.32 186.60 

耕地面積当たり農業磯稜総動力泳w/ha) 63.84 9.13 5.20 3，077.93 591.64 

農作物作村富覆当たり農業援械総動力 (kw/ha) 24.30 3.81 1. 70 1，113.92 655.85 

うに. 8変数である。

同表の変数の基本統計量から析出されるi折江省農業「資本投入jの基本的主地域特性誌，次の

通りである。

まず.r農業機械総動力」と f農用化学肥料{吏用量jの2指標についてみると，地域によって
それぞれ数十告から数千告の差が存在している。これは， t折江省内地域需の農業資本投入規模の

大きな違いを示しているむ

次に人口・土地当たりの農業機械動力に関する変数についてみても，最大値と最小値の関に

数十倍から数百倍の差が春在している。これは斯江省において地域開で農業機械の装欝率と農業

生産様式に大きな地域的な譲りがあることを示唆している。

最後に，人口・土地当たちり化学理科イ吏用量に関しても，他の変数と同じように，最大値と最

小笹の関に数情から数百倍の差がある。これは.i:若江省内地域開で農作物の生産内容及び化学理

科依存度に大きな違いがあることを意味している。

(3) 分析手頼

本研究の分析手旗は，以下の 3つの段階に分けられる。なお，分析手}II震についてのフロー

チャート捻，図工で示している。

まず，最初の第 1段階において，入手したすべてのオリジナル変数に対して，変数別と地域別

の両方から欠損値の脊在形態を確認した後，適切な方法を集って欠損値を処理する九更に，こ

れらの欠損値処理済みのオリジナル変数に関する平均，標準舗差などの記述統計量を計溺し，理

議上，合或が可能かつ遥切なものは平均，割合を求める方法で新たな合成変数を作成したO この

段階は，各変数の意味の理解及びデータセットの作成を目的とする基礎的な分析段階であるむ

次に，第2段藷おいて，グループごとに主成分分析を行い，概念によって分類された変数が実

1) 欠損値処理に関しては，岩崎学 f不完全データの統計解析jエコノミスト社 2002 金湛「中患の産
業構造要罰分析のための続計2次データ処理一一欠損値の処理を中心としてJr龍谷大学経済学論集』
第42巻第3・4号 (2003年3丹)p.89に詳しい。



6 経済学論集
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; ゼロ鐘代入 : 

* 本データでの欠損鐘{ブランク状況)は真の欠損値ではなく，データ自体が存在しないための欠損鎮で
ある。つまり 0寵であるためのブランクである。

際にどれだけの次元を形成しているかを検定する。主成分抽出の方法として，相関行列を用い，

各変数に対して標準化を行った後，主成分描出を行った。因子抽出の基準は，遥嘗用いられる因

子固有櫨1.0以上の基準を思いた。このことは，少なくとも標準fとされた変数と詞程度の分散を

持つ因子を有効な因子として析出したことを意味している。因子構造の抽出に当たっては，通営，

用いられるバリマックス法による直交回転後の或分行列を因子構造として用いた。このようにし

て析出された国子構造の各国子の意味を読み取る際に当該国子にとって重要な変数を摘出する

必要があるが，その摘出基準は負荷檀0.7以上とした。それは，変数の全分散の50話以上が当該

国子によって説明されるほど強く，その因子と関連している変数を，その国子にとっての重要な

説明変数として規定したことを意味する。更に 0.5~0.7 の負荷値で因子に負斉している変数

を茜子の意味づけの擦に参考とした。つまり，これらは，主成分分析を通じて析出された医子を
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代表している意味を明らかにする段請である。

第3段階において，前段階と同じように，主或分分者によって算出された主成分得点を使って，

クラスター分析を行う。クラスターの結合方法として，ウオート法を用いた。この段階の目的は，

地域を類型化することである。

上記の 3段階の分析手顕の特徴は，以下の 2点に要約できる。まず，第 1は，収集されたオリ

ジナル変数に基づいて 可能な摂り多くの合成変数を作成し，統計手法を用いて'靖報損失量を最

小摂に抑えると問時に，大量の変数をできるだけ少数の有意な指標に集約することである。第2

は，その単純化された因子の得点を舟いたクラスター分析によって少数の地域に分類し，単組化

をf子なうことである。

3.地域農業における f資本投入j構造の把握一一主成分分析の結果一一

主成分分析の結果は，表2に示しである。農業資本投入に関する 8つの変数から 3つの主成分

が析出された。これらの 3つの主成分は，講成する全分散の88.496%を説明している。更に，こ

れら 8変数の各々の主成分の負荷値の 2乗和で示される共通笠は，全て 0.7以上の鑑をとってお

り，これち 8変数から析出された主成分の講造と強く関わっていることを示している。以下では，

これらの分析結果を用いて， 3留の主成分の構造及びその含意について説明する。

(1)化学記料使用量

第一主或分は，固有値が4.544であり，それによって，全分散の34.914話を説明できる。主成

分構成において，最も重要な{立量を占める第一主成分にとって，最も強く負荷している変数群は，

耕地面積当たり農用化学肥料使思量と農作物作付面積当たり農用化学肥斜使用量及び農業人口一

人当たり農用北学肥料使用量である。強く負荷している変数は，農用化学肥料使用量である。つ

まり，i1Jr江省において，農用化学肥料使用量が多い地域では，農地当たり農用化学肥料捜用量と

農業人口一人当たり農層化学把科使用量も多く，農業生産の化学肥料費用量に対する依春度が高

い額向があるc これらの変数はいずれも化学肥料に関する変数であるため，第一主成分は化学肥

料費用量と名づけたG

(2) 土地・人口当たり機械投入量

第二主成分は，I!!!I有値が2.892で，全分散の34.087認を説明できる己最も強く負荷している変

数群は，耕地面積当たり農業機械総動力，農作物作付面穣当たり農業機械総動力，農業人口一人

当たり農業機械総動力である。この 3の変数は第一主或分に 0.8以上の極めて強い正の負祷笹を

もって負荷し，これらの変数が再一次元と考えられる法ど相互に強し、正の相関関孫で結ばれてい

ることを示している。

なお，この農業機械動力とし、う変数の中には，農業の機械動力だけではなく，漁業の機械動力
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表2 農業資本投入に関する主成分分析一一匝転後の成分仔列

第1主或分 第2主成分 第3主成分

耕地匡積当たち農用化学肥料慢用量 (t/ha) 0.921 -0.139 -0.002 

農作物件付面積当たり農用住学理料費用量 (t/ha) 0.911 -0.143 0.022 

農業人口一人当たり農沼化学肥料使用量 (t/入) 0.820 -0.152 0.182 

農作物作付面蕎当たり農業穣械総動力低w/ha) -0.127 0.976 -0.086 

耕地面護当たり農業機械総動力 (kw/ha) -0.116 0.974 -0.088 

農業人口一人当たち農業機械総動力 (kw/人〉 -0.242 0.853 0.286 

農業機械総動力 (kw) -0.0005 0.102 0.971 

農用化学肥料使用量 (t) 0.595 -0.156 0.698 

国有鐘 2.793 2.727 1.560 

分散の話 34.914 34.087 14.946 

累計の克 34.914 69.000 88.496 

因子抽出法:主成分分析

回転法:kais伎の正規化を伴わないパリマックス法 5屈の反復で回転が収束した。

も含まれているため この主成分は2つの意味を持っている。 1つは大豊部に位置している県

は農業が発展しており，この主或分の得点が高いほど農業機械の装備率が高く，農業生産が機械

化されているということである。 2つは，これに対して，島模型県は漁業が発展し，漁業の接被

動力が大きく，逆;こ，人口と農地が少ないむそのため，人口と土培一単位当たりの機械動力は大

陸と関じ額向が見られるということである。したがって，第二主或分は土地・人口当たり機誠投

入量と名づけた。

(3) 機械，化学肥料総投入量

第三主或分は，11!!1有値が1.56で，全分散の14.946認を説明できるG 最も強く負荷している変

数群は，農業機械総動力，農用化学理科使用量で為り， ~折江省において，農業機械総動力が高い

地域では，農期fと学麗料使用量も高く，農業生産が近代化している傾向がある。したがって，第

三主成分法機械・化学肥料総投入量と名づ、けた。

4.地域類型の把握の結果一一クラスター分析の結果一一

次に，以上の主成分分析から得られるそれぞれの地域の菌子得点(1県当たりに医子得点が3

健ある)にクラスター分析を適用して.i折江省の県レベル「農村撞域J2)の地域類型化を試みた。

分析の結果. ~乗j茜県を除いて，残りの62県は 3 つの地域類型に分類されたむ

これらのクラスター分桁の結果は，表3，国 2及び菌3に示される通りである。以下では，これ

らの分析結果を患いて 3つの地域類型の地域的分布及び各地域類型の地域特性について説明す

2) 本稿において， I農村jとは，生民の多くが農業を生業とする地域を指している。「都市jと対照的に
対置する概念として使われる。また， I農村地域Jは，農村という概念に一致する地域のことを指す。
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表3 地域類型到農業資本投入に関する統討指標の平均値

農業機械投 化学杷科投 農業資本投
議j四県

i括江省平均

入震位型 入憂位翠 入劣位璽 (蝶濯県を詮<)

農業機械語:動力 (kw) 337，241.813 313，441.043 98，267.174 233，923.000 239，760.613 

農居化学ß~粍愛用量(t) 60，584.438 88，594.130 33，072.304 108.000 60，769.016 

農業人口一人当たち農業機械室主動力 {kwl人} 0.668 0.599 0.343 3.725 0.522 

農作鞠作甘面護当たち農沼化学肥耗龍馬量 (t/ha) 2.043 1.393 1.015 0.514 1.117 

耕地雷積当たち農用化学担料費用量 (t/hal 0.098 3.382 2.520 1.421 2.717 

農業人口一人当たち農用北学理科穫用量 (t/ha) 21.474 0.174 0.100 0.002 0.127 

耕地面積当たち農業機械総動力 (kw/ha) 9.743 12.419 13.681 3，077.934 15.224 

農作物作付面積当たり農業接被総動力 (kw/ha) 5.187 6.172 1，113.919 6.728 

図2 農業「資本投入jにおける地域分布

喝惨

縁組県

農作機械投入優位型 瞳轟

化学肥料投入優笠型

農業資本投入劣註型 軽襲撃警

様相県

ーJ重潤詮央集

るむ

第一類型:

この類型iこ寓する16県(市〉の多くは，北部と中部の平野地帯に集中しているが東部の沿海

部にも 4県観溺され，いずれも経済的に豊かな f都市地域jに隣接している。農業生産の立地

条拝は，i:訴江省において，環境的に曹、まれており，平野面積が広く，農業機械の使用は他の地

域よりも普及している。このため，これらの地域は，農業機械の投入規模はaJf江省において最
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も高い水準にあり，農業生産の資本投入は経済的・技術的に恵まれている。また，この地域類

型に属する地域では稲作栽培を中心としている農家が多く，動力耕転機などの小型機識は広く

範囲で費われている。農業人司及び土地の農業機械装備率も他の地域よりも高い水準にあり，

農業生産は主として労憤第約的農業生産が仔われている傾向があると考えられる。また，土

地・人口当たちの先学把料使用量も少ないことから この地域の土質が弛の地域より良質で為

ることが伺われる。これらの地域は，農業生産の近代化の程度が高く，台風などの白熱災害か

らの影響を比較的受けにくいため.i:長江省において農業が最も発展している地域である。この

ように，この地域は他の地域に比べて農業機械の投入規模や装舗率が高いため，この地域類型

を農業機械投入{憂註型と呼ぶ。

第二類型:

この類型は，合計23県(市〉あり，ほとんど福江省の北部と中部の平野地帯及び東南部り沿

海地帯に分布している，これらの地域では，上記の第ーの地域類型と同じように平野面積が

広いため，農業機識のf吏毘は地理的に有科である。しかし，この地域においては水田よりも熔

が比較的多く，大型農業機械が多く使われているc 農業人口及び土地の農業機械装韓率も第ー

の地域類型よちも低い頬向にある O また この地域の農業生産は主に経済作物が中心であるた

め，化学肥料のf吏用量はi1JT江省において，最も高い水準に為る。そして，人口と土地当たりの

化学肥料使用量もトップレベルにあることも，この地域の農業生産が化学理料に対する依存度

の高いことを意味している O このことから この地域類型を北学肥料投入擾位型と呼ぶ。

第三類型:

この地域類型に屠する地域は全部で23果(甫)あり，主に南部と酉部の山岳・丘陵地帯に位

量している。農作物のなかでは主として果樟類が栽主きされている。この類塑に屠する地域では，

耕地面護と農業人口が也の地域より少ないため，その結果として機械や化学肥科の装錆率は数

f直として揖江省平均レベルに近い水準である。しかし，この地域類型に屠する多くの地域は，

山岳・丘陵地帯に位置し，農業の立地条件も地理的に限られており，農業機械の使用も強く制

限され，農業機械動力への投入規模はi折江省平均半分以下の水準に止まっている。更に，この

地域の農業生産は労働力に強く依存し，農業生産が手作業によって仔われ，生産量も天候変化

などの自然状況によって大きく左右されていることも十分に予想できる。そして，地域経済状

況も相対的に弱いため，これらの地域において，化学肥料などの基礎的な農業生産資料に対す

る投入も不足し，農業生産が抵い水準に止まっている。つまり，これらの地域の農業資本投入

規模は組の地域によとべて大幅に小さいため この類型を農業資本投入規模劣位型と呼ぶ。

なお，操ilm県は，議業を中心とする島模型県である。前述したように.r農業機械総動力jと
いう指標は統計上，漁業動力も含まれているため，蝶;目黒の「農業機械総動力」法指標として滋

江省平均と同程度の水準に為る O また，漁業中心の県であるため，化学肥料の使用量はわずかし

かない。しかし，人口と農地面積が極端に小さいため，結果的には農業機械の装積率は指標とし

て非営に高い値を示している。
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5.分析結果の要約と含意一一むすびに代えて一一

本研究では， f訴江省農業における「資本投入J状況に関する 8つの変数を患いて， r資本投入J
からみた黒レベル農業の地域類型化を試みた。

まず，主成分分析を適用し， 3値の主成分を析出した。また，この 3個の主成分の因子得点の

クラスター分析によって 湯江省「農村地域jにおける f資本投入」からみた地域農業を 3つに

類型化した。また これらの地域類型に関する記述的統計分析の結果に基づいて，それぞれの地

域類型に名君、をつけ，農業機械投入褒位型，化学思料投入優f立型，農業資本投入劣位型とした。

また，このことを通じて 3つのそれぞれの類型の地域特性をより鮮明にした。

次に，以上の分析を踏まえ， f括江省 f農村地域Jを更に，経済的立地条件優位地域(農業機械

投入憂位型，化学肥料投入擾位型)と経済的立地条件劣位地域(農業資本投入震摸劣位型)に分

類した。この分類による地域分布をみると 経済的立地条件優位地域は主に茜北部及び中部の平

野地苦に位置し，自数的な立地条件にも恵まれ，かつ農地のインフラ整備も完備しており，全体

として農業機械や化学肥料の投入規摸が大きく機械化が進み労働節約的農業生産が中心に行われ

ているなどの傾向がみられる。これに対して，経済的立地条件劣位地域は，主に南部の山岳地帯

に位置し自然立地条件が劣ち また，撞方致府の財政状況も弱く 全体として農業機械や化学肥

料の投入規模が小さく 農業機械の使患は強く制限され農業生産が労働力に強く依存し，多く

の作業が手作業によって行われ，労動多投的な農業生産が行われている傾向がみられる。

つまり，経済的立地条件壕位地域は自然条件に恵まれているだけではなく，農地のインフラ整

備も完備し，更に経済的に豊かな f都市地域Jにも隣接しているため，利用可能な資本や人材な

ども豊富で忘る。従って，短期的には地方政府はこれらの擾位な地域持性をどのように活し，中

国全国及び諸外国などの農業先進地域からの資本・技街移転を促し 農業資本投入の量と質を更

に向上させると同時に，農業生産に適切かつ経済合理的な資本の投入・配分を促進する設策を推

進することを通じて，農家の農業生産効率を高め，地域農業を発展させることが重要であるc そ

して，長期的には持続的に発展可能な農業生産を促進するために，行政上において農業科学研究

機関に対する資金・政策を強化すべきことは言うまでもないD 更に農家に対する資金・技術の提

供，資本の投入・配分を更に合理化・自由fとするための行政指導，一暑の先進的機栽・技術の普

及などに関して，中央・地方各レベル政府の支援が不可欠である。

他方，経済的立地条件劣位地域は自然条件の制約が強いだけではなく，地方政府の弱い財政状

況や工業開発優先の経済致策などが原国とえ立ち，農業発展に必要となる資本・技術の調達が極め

て不充分な状態、にある。このため，短期的にはこれらの地域に対して農業への資金援助を行い，

各農業先進地域からの資本・技街移転を通じて，必要となる基本的資本財を普及することによっ

て，地域農業を発展させることが重要である。また，長期的にみると，経済立地条件擾{立地域と

同様に，中央・地方各レベル政宥による農家の生産効率を高める政策の推進，財政的，技徳的な
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支援の強化はいうまでもなく，逝江省内農業発展地域の経験を参考にしつつ，その地域特性を活

す方向の地域農業の発展を呂標とすることが重要である。

なお，本稿において残された課題として以下の 2点を指摘しておかねばならなし、。

まず，農業機械や化学肥料法，農業生産の基本的な生産要素としてその投入状況が農業産出に対

して強い影響を与えている。今後，以上の分析を更に進める 1つのステップとして， fiJf江省にお

いて「資本投入jが農業生産その自体にどのような影響を与えているかに関する要因分析も行う

必要がある。

次に，筆者はすでに農業 f土地投入jの鵠Eから漸江省農業の地域類霊化を行ったが，現在の

中国農業において「資本投入」が政策議からみても重要性を増してきている点に注吾して，今後，

更に f土地投入jと「資本投入jによる地域類型がどのように関連しているのか，それが農業生

産にどのような影響を与えているかを明らかにする必要がある。
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